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R1 R2 R3 R4 R5

R6
(速報
値)

豊橋市 9.1 14.1 10.7 8.4 7.6 7.1

愛知県 13.6 12.2 11.7 9.7 9.0

全国 11.5 10.1 9.2 8.2 8.1
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結核罹患率の推移

結核の罹患率（人口10万人当たりの割合）の推移です。
全国や愛知県と同様、本市においても、結核患者は減少傾向にあります。本市では令和4年に
ＷＨＯが定める「低まん延国」の水準10.0を切り、令和６年は速報値7.1となりました。

資料１

新登録患者数の推移と外国出生者の割合
結核 潜在性結核感染症
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（参考：外国人割合）Ｒ5年 愛知県18.7％ 全国：16.0％

（豊橋市）

結核患者数は減少傾向です。新登録患者数に占める外国出生者の割合は県や国と比較して
も高く、約50％となっています。



2

年齢階級・出生別の新登録患者数（豊橋市）(令和6年）
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令和6年の新登録結核患者は、日本出生は30歳代の⼀人を除き高齢者となっており、外国出生は20〜
50歳代の若年層でした。本市も全国と同様に、高齢者と外国出生者の結核が課題です。
潜在性結核感染症は、日本出生者のうち、０〜9歳の5人は、外国籍の⼦であり接触者でした。

新登録患者 外国出生の内訳（人）

新登録患者の外国出生の内訳です。令和3年はフィリピン、インドネシアのみでしたが、令和4年か
らはその他の国の方の登録もあり、令和6年は、フィリピン7人、インドネシアが2人、ブラジル、
ネパール、インドが各1人でした。ほとんどは結核高蔓延国の出生の方でした。
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 その他感染症 
【全数把握対象疾患の発生状況】 ※市内病院からの発生届出数 

分類 感染症名 R3 年 R4 年 R5 年 R6 年 
 

３類 腸管出血性大腸菌感染症 27 10 3 8 
パラチフス  1 0 0 

４類 つつが虫病 2 2 5 1 
日本紅斑熱  1 3 1 
レジオネラ症 4 8 3 6 
デング熱 0 0 1 1 
E 型肝炎 0 1 0 1 
マラリア 1 0 0 0 
狂犬病 0 0 0 0 

５類 梅毒 28 24 30 53 
侵襲性肺炎球菌感染症 7 9 9 10 
劇症型溶血性レンサ球菌感染症 6 5 4 11 
侵襲性インフルエンザ菌感染症 0 1 3 5 
カルパペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 2 2 3 1 
播種性クリプトコックス症 2 1 2 0 
破傷風 1 0 2 1 
クロイツフェルト・ヤコブ病 0 0 2 0 
アメーバ赤痢 2 0 2 0 
後天性免疫不全症候群 1 2 1 1 
水痘（入院例に限る） 2 1 0 4 
百日咳 0 0 0 13 
ウイルス性肝炎 0 0 0 0 
麻しん（※臨床診断例） 1 ※ 0 0 0 

〇令和 6 年は百日咳の報告が増えている。 
〇梅毒について 
【愛知県の梅毒感染者報告件数】 

  

〇全国的に梅毒が流行しており、愛知県では
2023 年 819 人で過去最多となった。愛知県
では 40 代男性、20 代女性の報告数が多い。 
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